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東
京
都
最
低
賃
金
は
、
10
月
1
日
か
ら
時
間
額
1
0
7
2
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。
都
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
問
東
京
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課
☎
０
３（
3
5
1
2
）1
6
1
4

て
は
、
内
部
統
制
の
強
化
だ
け
で
な

く
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上

を
推
進
し
ま
す
。

重
点
取
組
施
策

Ⅱ❶
子
ど
も
・
学
び
・
文
化

◦
拡
充
型
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
全

校
実
施
に
向
け
た
段
階
的
な
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。
学
校
や
地
域
、
事

業
者
と
連
携
し
て
、
安
全
・
安
心
な

子
ど
も
の
居
場
所
を
確
保
す
る
た
め

の
取
り
組
み
を
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。

◦
東
京
都
の
財
政
支
援
の
動
向
を
注

視
し
つ
つ
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

の
対
象
を
高
校
生
年
齢
ま
で
拡
大
す

る
こ
と
を
含
め
事
業
全
体
の
見
直
し

を
図
り
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す

い
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

◦
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
子
ど
も

の
安
全
を
最
優
先
と
し
て
感
染
症
対

策
に
取
り
組
み
つ
つ
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
も
含
め
学
力
向
上
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

◦
令
和
４
年
度
に
教
科
化
さ
れ
た

「
立
川
市
民
科
」
に
つ
い
て
は
さ
ら

な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

◦
新
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
稼
働

に
よ
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
を
重
視

し
た
安
全
・
安
心
な
給
食
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
中
学
校
に
お
い
て
、

共
同
調
理
場
方
式
に
よ
る
給
食
を
提

供
し
ま
す
。

◦
自
閉
症
・
情
緒
障
害
特
別
支
援
学

級
を
増
設
す
る
と
と
も
に
、
支
援
が

必
要
な
児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て
学

べ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◦
立
川
第
七
中
学
校
体
育
館
の
復
旧

整
備
に
つ
い
て
は
、
教
育
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
を
最
優

先
と
し
て
迅
速
に
取
り
組
み
ま
す
。

◦
策
定
予
定
の
「
体
育
施
設
の
あ
り

方
」
に
基
づ
き
、
体
育
施
設
の
計
画

的
な
更
新
の
検
討
を
進
め
、
持
続
可

能
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
づ
く
り
に
つ
な

げ
ま
す
。

❷
環
境
・
安
全

◦
令
和
５
年
３
月
に
稼
働
す
る
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
環
境
負
荷
の
低

減
に
加
え
、
焼
却
で
得
ら
れ
る
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
や
、
発
災
時

の
派
遣
職
員
の
応
援
受
入
れ
施
設
と

し
て
の
機
能
な
ど
を
有
し
て
お
り
、

環
境
面
・
防
災
面
で
ま
ち
の
機
能
強

化
を
進
め
ま
す
。

◦
下
水
道
処
理
に
お
け
る
流
域
編
入

事
業
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
効
率
的

か
つ
安
定
し
た
事
業
運
営
及
び
環
境

改
善
に
つ
な
げ
ま
す
。

◦
東
京
都
が
更
新
し
た
首
都
直
下
地

震
等
の
被
害
想
定
を
踏
ま
え
、
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
を
進
め
る
と
と

も
に
、
医
療
機
関
等
と
の
連
携
を
含

め
、
体
制
整
備
の
強
化
を
進
め
ま
す
。

❸
都
市
基
盤
・
産
業

◦
東
京
都
が
進
め
る
Ｊ
Ｒ
南
武
線
連

続
立
体
交
差
事
業
化
の
進
展
に
あ
わ

せ
、
西
国
立
駅
周
辺
地
域
ま
ち
づ
く

り
構
想
に
基
づ
き
、
駅
前
広
場
等
の

都
市
計
画
案
の
作
成
及
び
西
国
立
駅

西
地
区
地
区
計
画
の
変
更
を
進
め
ま

す
。

◦
各
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
取
り

組
み
、
都
市
基
盤
の
強
化
を
進
め
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
台
風
等
に
よ
る
倒

木
の
リ
ス
ク
を
防
ぐ
た
め
、
街
路
樹

調
査
を
進
め
、
安
全
・
安
心
な
環
境

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
市
民
の

利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
Ａ
Ｉ
等
の
活
用
に

よ
り
業
務
を
効
率
化
す
る
こ
と
で
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
へ
つ
な
げ
ま

す
。

❸
脱
炭
素
社
会
の
構
築
と
防
災
・
減

災
の
推
進　

2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
抑
制
の
取
り
組

み
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、
地
震
や

台
風
等
の
災
害
発
生
を
想
定
し
て
レ

ジ
リ
エ
ン
ス（
災
害
対
応
力
）の
強
化

を
基
本
と
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し

ま
す
。
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

多
様
な
主
体
と
連
携
し
、
グ
リ
ー
ン

社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。

❹
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営　

感
染

症
の
拡
大
に
よ
り
、
地
域
課
題
の
複

雑
化
、
多
様
化
も
さ
ら
に
進
み
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
不
確
実
性
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
少
子
化
や

高
齢
化
、
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

な
ど
の
予
見
可
能
な
中
長
期
的
な
課

題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
再
編
等
に
よ
る
更
新

に
係
る
経
費
の
抑
制
や
増
嵩
す
る
社

会
保
障
関
係
経
費
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、「
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
水
準
と

最
適
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
手
法
に
よ
る

事
業
の
再
構
築
」
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
不
確
実
な
状
況
変
化
へ
の
備
え

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
各
施
策
の
推
進
に
あ
た
っ

基
本
方
針

Ⅰ
　

コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
「
交
流
都
市
」

へ
の
新
た
な
発
展　

令
和
５
年
度
の

経
営
方
針
は
、
次
の
４
つ
の
事
項
を

政
策
横
断
的
な
視
点
と
し
て
重
視
し
、

市
長
公
約
及
び
各
種
計
画
に
沿
っ
た

政
策
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

❶
協
働
・
連
携
の
さ
ら
な
る
推
進

感
染
症
の
拡
大
が
も
た
ら
し
た
社
会

環
境
の
変
化
に
よ
り
、
市
民
や
事
業

者
等
の
活
動
が
抑
制
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

な
ど
に
よ
り
、
新
た
な
「
に
ぎ
わ
い
」 

や
「
や
す
ら
ぎ
」
を
生
み
出
す
た
め

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
市
の
事

業
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
事
業
手

法
の
転
換
に
よ
る
効
率
的
・
効
果
的

な
運
営
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
市
民

や
事
業
者
、
団
体
等
と
連
携
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大

限
に
活
用
し
て
事
業
を
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
域
共
生
の

社
会
づ
く
り
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
政
策

分
野
で
、 

官
と
民
、 

官
と
官
が
協
働
・

連
携
し
、
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り

組
み
ま
す
。

❷
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
基
盤
の
強

化　

デ
ジ
タ
ル
化
は
、
生
活
環
境
に

大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し
、
感
染
症

の
拡
大
が
そ
の
必
要
性
を
加
速
さ
せ

て
い
ま
す
。
市
の
情
報
基
盤
で
あ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
強
化
の
取
り

組
み
を
前
提
と
し
、
行
政
手
続
き
等

づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
。

◦
立
川
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

が
進
め
る
立
川
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
事
業
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
観
光
等
の
資
源

の
発
掘
や
魅
力
発
信
を
協
働
し
て
実

施
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
進
め
ま

す
。

◦
高
品
質
な
「
立
川
印
」
の
農
産
物

の
魅
力
を
市
内
外
へ
発
信
し
、
ブ
ラ

ン
ド
の
定
着
を
図
る
こ
と
で
地
産
地

消
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
立
川
市

だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る
都
市
農
業

の
魅
力
の
向
上
と
発
展
を
支
援
し
ま

す
。

❹
福
祉
・
保
健

◦
地
域
住
民
の
複
雑
化
、
複
合
化
す

る
課
題
解
決
の
た
め
に
開
始
し
た
重

層
的
な
支
援
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
、

高
齢
者
、
障
害
者
、
生
活
困
窮
者
な

ど
の
対
象
や
分
野
に
よ
ら
な
い
複
合

的
な
相
談
体
制
を
引
き
続
き
進
め
る

と
と
も
に
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
、
事
業
者
等
と
の
連
携
を
支
援
し

て
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
、
地
域
共

生
社
会
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

◦
介
護
人
材
不
足
へ
の
対
応
な
ど
、

喫
緊
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

社
会
保
険
制
度
の
安
定
運
営
に
つ
な

げ
ま
す
。

◦
障
害
者
差
別
解
消
法
が
改
正
さ
れ
、

事
業
者
の
合
理
的
配
慮
の
提
供
が
義

務
化
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
関

係
条
例
を
改
正
し
、
周
知
啓
発
と
理

解
促
進
を
図
り
ま
す
。

◦
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
障
害
児
及

び
重
症
心
身
障
害
者
や
そ
の
家
族
介

護
者
に
つ
い
て
、
レ
ス
パ
イ
ト（
休

養
）の
促
進
な
ど
、
在
宅
生
活
の
支

援
を
実
施
し
ま
す
。

❺
行
政
経
営
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

◦
立
川
駅
南
口
に
開
設
し
た
「
コ
ト

リ
ン
ク
」
が
有
す
る
情
報
発
信
機
能

を
活
用
し
て
、
に
ぎ
わ
い
と
回
遊
性

を
創
出
し
、
来
訪
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、

本
市
を
中
心
と
し
た
多
摩
地
域
の
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
戦
略
的
に

推
進
し
ま
す
。

◦
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
情
報
基
盤

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
行
政
手
続

き
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
業
務
の
効
率

化
の
両
立
を
進
め
、
市
民
の
利
便
性

と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

◦
公
共
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
学
校
施
設
を
中
心
に
建

替
え
等
へ
順
次
着
手
し
て
い
く
こ
と

か
ら
、
財
政
支
出
の
平
準
化
を
図
る

と
と
も
に
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の

事
業
手
法
に
よ
り
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
、
連
携
し
て
効
率
的
・

効
果
的
に
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

◦
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
の
制
限
を
受
け

て
い
る
自
治
会
や
市
民
活
動
に
つ
い

て
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と

し
て
の
活
動
が
継
続
で
き
る
よ
う
支

援
し
、
協
働
・
連
携
の
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

重
点
改
革
事
項

Ⅲ❶
公
有
財
産
の
有
効
活
用

❷
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
手
法
の
推

進
❸
行
政
手
続
き
等
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
化
の
推
進

❹
業
務
の
効
率
化
等

　

令
和
５
年
度
経
営
方
針
の
全
文
、

市
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集

計
結
果
、
令
和
４
年
度
行
政
評
価

表
は
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市

役
所
３
階
）と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
行
政
経
営
課
・
内
線
2
7
0
3

経
営
方
針
を
策
定

　

市
は
、
市
長
公
約
や
立
川
市
第
４
次
長
期
総
合
計
画
、
行
政
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、「
令
和
５
年
度 

経
営
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
経
営
方
針
に
基
づ

き
、
令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
、
組
織
編
成
や
定
員
管
理
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

令和５年度

マスクの着用や検温など、 感染症の予防にご協力をお願いします。


